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見方には、ローマ教皇グレゴリウス 1 世（在 590−604）が 591 年ごろ行った説教の影響が強
いと考えられるが、そこでグレゴリウス 1 世は、マリアに憑いていた 7 つの悪霊を、「あらゆ
る罪」特に肉欲を含む 7 つの大罪と同定し、彼女が娼婦であったとしている9。グレゴリウス






































聖書では、イエスによる悪霊祓いが 6 回あるが（マルコ 1:23 -26［並行ルカ 4:33 -35］、マル
コ 5:1 -15［並行マタイ 8:28 -34/ルカ 8:27 -35］、マルコ 7:24 -30［並行マタイ 15 :21 -28］、マ















































つを挙げている（cf. ローマ 1:1、1 コリント 1:1、2 コリント 1:1、ガラテヤ 1:1、エフェソ
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